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x の展開式において、x 2の係数と定数項を求めよ。

（中京大）
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x
x の展開式において、定数項を求めよ。

（日本大）

３．aを実数とする。
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x
xax の展開式における、x 4の係数が 41となるような

aの値を求めよ。

（秋田大）

４．自然数 nに対して、次の等式が成り立つことを示せ。

(1) nC0 + nC1 + … + nCn = 2 n

(2) nC1 + 2･nC2 + … + n･nCn = 2 n - 1･n

(3) 2n + 1C0 + 2n + 1C1 + … + 2n + 1Cn = 2 2n

（大阪府立大）

５．( 1 + x ) nを展開したとき、次数が奇数である項の係数の和を求めよ。ただし、nは

正の整数とする。

（弘前大）

６．nを正の整数とする。( x + 3 ) nの展開式における x rの係数を arとおく。ただし、r

は整数で 0≦r≦nとする。

(1) arを nと rの式として表せ。

(2) 0≦r≦n - 1とする。
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を nと rの式として表せ。

(3) n = 99のとき、arが最大となる rの値をすべて求めよ。

（中央大）

７．( x + 5 ) 80を展開したとき、xの何乗の係数が最大になるか答えよ。

（弘前大）



８．nは自然数として、次の和を求めよ。
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0
C)1( の両辺の式を xの関数とみて、x = 0から x = 1までの定積分を

計算してみよ。]

（近畿大）

９．2･1･nC2 + 3･2･nC3 + … + k ( k - 1)･nCk + … + n ( n - 1)･nCnを計算せよ。

（琉球大）
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k
kk を求めよ。

（明治大）

11．pを素数とするとき、次のことを証明せよ。

(1) 1≦k≦pを満たす自然数 kについて、等式 p･p - 1Ck - 1 = k･pCkが成り立つ。

(2) 1≦k≦p - 1を満たす自然数 kについて、pCkは pの倍数である。

(3) 2 p - 2は pの倍数である。

（東北学院大）

12．次の各問いに答えよ。ただし、正の整数 nと整数 k（0≦k≦n）に対して、nCkは正

の整数である事実を使ってよい。

(1) mが 2以上の整数のとき、mC2が mで割り切れるための必要十分条件を求めよ。

(2) pを 2以上の素数とし、kを pより小さい正の整数とする。このとき、pCkは pで割

り切れることを示せ。

(3) pを 2以上の素数とする。このとき、任意の正の整数 nに対し、( n + 1 ) p - n p - 1は

pで割り切れることを示せ。

（早稲田大）

13．自然数 m≧2に対し、m - 1個の二項係数 mC1 , mC2 , … , mCm - 1を考え、これらすべ

ての最大公約数を dmとする。すなわち md はこれらすべてを割り切る最大の自然数で

ある。

(1) mが素数ならば、dm = mであることを示せ。

(2) すべての自然数 kに対し、k m - kが dmで割り切れることを、kに関する数学的帰納

法によって示せ。

(3) mが偶数のとき dmは 1または 2であることを示せ。

（東京大）



14．(1) 4 7を 27で割った余りを求めよ。

(2) 4 31を 27で割った余りを求めよ。

（奈良女子大）

15．自然数 nが 6の倍数のとき、3 nを 7で割った余りは 1であることを示せ。

（岡山県立大）

16. 自然数 mを 7で割ったときの余りをmで表すことにする。

(1) 負でないすべての整数 nに対し、等式 55 6 n が成立することを証明せよ。

(2) nが負でない整数のとき、 n5 の値を求めよ。

(3) 12192 4を 7で割ったときの余りを求めよ。

（釧路公立大）

17. (1) nを正の整数とする。( 1 + a ) nを二項定理を用いて展開せよ。

(2) 21 10を 400で割ったときの余りを求めよ。

(3) 19 n + 21 nが 400で割り切れるような正の整数 nが存在するか、存在するならば、そ

の例を示せ。存在しなければ、それを証明せよ。

（中央大）

18．nを 2以上の整数とする。

(1) 2011の n乗を 2010で割れば 1余ることを示せ。

(2) 2 4n - 1を 17で割ったときの余りを求めよ。

(3) an = 1 + 2 + 2 2 + … + 2 nと定める。a2010 , a2011 , a2012 , a2013 をそれぞれ 17で割ったと

きの余りを求めよ。

（同志社大）

19．
52 )23(  xx ( 3x 2 + x - 2 ) 5の展開式における x 6の係数を求めよ。

（慶応大）
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x
x を展開したときの、x 3の係数を求めよ。

（自治医科大）
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ba
ba を展開したときの、ab 2 2ab の係数を求めよ。

（関西学院大）



22．pは素数、rは正の整数とする。以下の問いに答えよ。

(1) x1 , x2 , … , xrについての式( x1 + x2 + … + xr ) pを展開したときの単項式

rp
r

pp xxx 21
21 の係数を求めよ。ここで、 p1 , p2 , … , prは0または正の整数で

p1 + p2 + … + pr = pをみたすとする。

(2) x1 , x2 , … , xrが正の整数のとき、( x1 + x2 + … + xr ) p - ( x1 p + x2 p + … + xr p ) は p

で割り切れることを示せ。

(3) rは pで割り切れないとする。このとき、r p - 1 - 1は pで割り切れることを示せ。

（大阪大）



§21．二項定理・多項定理

1. 順に 20,60 
2.

2
5

3. 1a

4. (1) n)11( 

(2) 11)!1()!(
!)1(

!)!(
!










 knkn Cn
kkn

nn
kkn

nkCk (

3) knnkn CC   121212

5. 12 n

6. (1) rn

rrn
n 


3
!)!(

!
(2)

rn
r

 )1(3

(3) 25,24r

7. 13x
8.

1
2 1





n

n

9. 22)1(  nnn 10. 50100C

11.略 12. (1) mが奇数(2)(3)共に略

13. 略 14. (1) 22 (2) 13

15. 略 16. (1) 略 (2)略 (3) 2

17. (1) 略 (2) 201 (3) 割り切

れない

18. (1) 略 (2) nが偶数のとき 0 nが
奇数のとき15 (3) 12,14,15,7

19. 555
20.

2
15

21. 735
22.(1)

!!!
!

21 rppp
P

 
(2) 略 (3) 略


